
とちぎの未来の教育について

５ 自分の生き方を考える教育の充実

家族や所属する集団、地域社会における多様な人々との
関わりの中で、自分を知り、生き方についての考え方を深め、
自分の将来を自ら考えることのできる教育を推進します。

情報化や国際化など急激に変化する社会において、グローバル化に
対応できる人材や地域を担う人材を育成するために、より高度な知識
や最新の技術、多様な文化に触れる機会の充実を図り、子どもたちの
視野を広げ、挑戦意欲を引き出す教育を推進します。

議題

資料

９ 高度な知識・技術、多様な文化に触れる教育の充実

【主な取組】

・キャリア教育・職業教育の推進

・「じぶん未来学」など高校生が自分の生き方を主体的に学び

考える学習の推進

・自己指導能力を育むための教育相談・支援体制の充実

・小・中・高等学校それぞれの段階における職場見学や職場体験

活動、就業体験活動の推進

【主な取組】

・高校と大学・研究機関等の連携による高度な学びの機会の充実

・「とちぎ子どもの未来創造大学」など様々な分野において、専門性の

高い技術などに触れる学習機会等の提供

・企業における最先端の技術に触れる機会や、各産業分野の専門家から

高度な知識・技術を学ぶ機会の提供

・国際的視野やチャレンジ精神の涵養

・高校生の長期･短期留学支援

・ＳＴＥＡＭ教育など教科横断的な学びの推進

・英語教育の充実及び教員の指導力の強化

基本目標２
人との関わりを通して生き方についての考えを深めることに
よって自分の未来を創る力を育みます

基本目標３
豊かな学びの機会を通して描く未来の可能性を広げることによって、
一人ひとりの夢や志を育みます


